
  令和４年度 学校評価 最終評価報告  

                                       石川県立錦城特別支援学校      （No.1） 

重点目標 具体的取組 主担当 

実現状況の 
達成度判断基準 
【Ｂ以上で達成、 

Ｃ・Ｄは工夫改善】 

最終集計結果 
分析 

（成果と課題） 

 
評価 

（１） 
授業改善
と専門性
の向上 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  
 
 

＜授業改善＞ 
目標評価及び教科
の見方・考え方の
視点から授業改善
を行う。各教科と
各教科等を合わせ
た指導との関連を
図る。 

研
究
推
進
課 
 

全
学
部 

担当授業等で主体的・対話的で深い学びの視点か
ら学習内容や指導方法の工夫改善に取り組んだ職
員の割合 
Ａ：90％以上 
Ｂ：80％以上 
Ｃ：70％以上 
Ｄ：70％未満 
 

達成度判断基準 
７項目の質問に対し、４項目以上実施した職員の
割合が80％以上 

各教員が実施した項目数の割合 
①6～7項目実施  ②4～5項目実施 
③2～3項目実施  ④0～1項目実施 

 
達成度の割合(％) 

 ① ② ③ ④ ①+② 
小 9.1 72.7 18.2 0.0 81.8  

中 37.5 62.5 0.0 0.0 100.0  
高 33.3 44.4 16.7 5.6 77.7  
分訪 0.0 75.0 25.0 0.0 75.0  

全体 24.4 58.5 14.6 2.4 82.9  

 
【結    果】Ｂ「①+②」=82.9％ 
 
項目毎の選択者数(％) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケートの結果、４項目以上実施した
教員(①+②)の割合は、全体では 82.9％と
なり達成判断基準の 80％を超え、Ｂ評価
となった。各学部の達成度では、小・中学
部では 80％を超え、高等部及び分教室・
訪問教育部では 77.7％、75.0％であった
が、中間評価の 60％程度に比べ上昇して
いる。 
項目別に見ると、項目アやウは80％を超

え、学習指導要領に基づいた学習内容の設
定や児童生徒が参加したいと思えるストー
リーを意識して授業改善を行っていること
がわかる。その他の項目の中で特にイ・エ
・カが40～50％台となり次年度に向けての
課題となった。このことから、児童生徒が
教科の見方・考え方を働かせ、対話を通し
て学んでいけるような問いや手立てに焦点
を当てた授業改善を進める必要がある。教
科の見方・考え方を働かせる場面を明確に
することで、学習評価の視点が定まり学習
の成果を的確に捉えることにつながると考
えられる。 
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【教員アンケート】（あてはまるもの全てに〇をつける） 
ア:学習指導要領の目標や内容を基に児童生徒の実態に合わせた目標及び学習内容の

工夫をした 
イ:「児童生徒にどのような力が身についたか」という学習の成果を的確にとらえる

ため、評価方法を工夫した 
ウ:児童生徒の興味関心に合わせ「参加したい」と思えるストーリー(文脈)が意識で 

きるよう工夫した 
エ:自分と他者の意見や考え方を比較したり、考えを広げたり深めたりできるような 

学習場面について工夫した 
オ:単元の学びを生活や他の学習に関連付けて生活に活かせるように工夫した 
カ:教科の見方・考え方を働かせる又は育てる場面を意識して、手立てや問いについ 

て工夫した 
キ:主体的な学び、対話的な学び、深い学びをイメージしそれにつながるようICT機 

器の活用を工夫した 

B 

達成 



 ②  
 
 

＜専門性の向上＞ 
児童生徒の特性や
能力に応じ、確か
な学びに繋がる授
業を展開する。主
な教育内容につい
て明示する。 

教
務
課 

授業参観等で授業内容に満足している保護者や関
係機関職員の割合 
Ａ：ａ+ｂ＝90％以上が５項目 
Ｂ：ａ+ｂ＝90％以上が４項目 
Ｃ：ａ+ｂ＝90％以上が３項目 
Ｄ：ａ+ｂ＝90％以上が２項目以下 
 

達成度判断基準 
４項目でａ+ｂの評価 
の割合が90％以上 

参観者アンケート５項目を５段階評価（ａとてもそ
う思う、ｂそう思う、ｃあまり思わない、ｄ思わな
い、ｅわからない・未回答）の割合で算出 
 
達成度の割合(単位％) 

 
【結    果】Ｂ「ａ+ｂ」=90％以上が４項目 
 

 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ａ＋ｂ 
ア 57.1 41.1 0 0 1.8 98.2 

イ 51.8 44.6 1.8 0 1.8 96.4 
ウ 50.0 33.9 1.8 0 14.3 83.9 
エ 46.4 48.2 5.4 0 0 94.6 

オ 44.6 48.2 7.2 0 0 92.8 

後期は11月に学校公開、１月に授業参観
でアンケートを実施した。前期同様指導内
容のわかりやすさ、授業環境、児童生徒の
主体的な学びについての４項目で「とても
そう思う」「そう思う」の回答が90％を超
えた。参観者からは「一人一人の個性に合
わせている」「子どもが楽しそう」「意欲
や達成感、自信につながっていた」と支援
に対して感想をいただいた。ウの教材につ
いては公開授業でＩＣＴ機器を使用しない
場合もあるためか「わからない」や未回答
があり、次年度は項目の変更を検討する。 
 
 
 

 

 ③  ＜ＩＣＴの活用＞ 
児童生徒がＩＣＴ
を活用し主体的に
取り組む授業を実
践する。 

情
報
支
援
課 

児童生徒自身がＩＣＴ機器を活用している割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 
 

達成度判断基準 
週１回以上IＣＴ機器 
を活用している児童生 
徒の割合が70％以上 

児童生徒が授業でＩＣＴ機器を活用している割合 
①週に４～５回使う         49.1％ 
②週に２～３回使う         39.6％ 
③週に１回使う            7.5％ 
④あまり（全く）使っていない  3.8％ 
 
 
【結果】Ａ「①＋②＋③」=96.2％ 
 

アンケート結果より、児童生徒が授業で
ＩＣＴ機器を使用する場面が増えてきてい
る。④あまり（全く）使っていない児童生
徒は、前期（7.5％）に比べて3.7％減り、
授業での活用が進んだ。④の内訳は、小学
部で1人、在宅訪問教育部で1人となってお
り自身での操作が困難であること等が理由
として挙げられていた。今後個に応じたよ
り良い支援ができるよう、支援機器等の活
用を進める必要がある。 
また、担当する授業での使用については

82.5％の教員が「毎回」または「時々」使
い、児童生徒は「主体的に取り組んでいる
」「どちらかといえば主体的に取り組んで
いる」と回答した。タブレット端末の活用
によって児童生徒の主体的に取り組む授業
の実践は概ね順調に進んでいると言える。 

 

 
学校関係者評価委員会の評価 

・中間評価61.0%でＤ評価だったが、最終評価82.9%でＢ評価となり、先生方が工夫改善していることが分かった。 
・参観者アンケートの中に「使用されている教材（タブレット端末等のICT機器を含む）に工夫が見られる」という項目があるが、 
その時参観した授業でICT機器を使用していない場合、「わからない」または未回答となる割合が高くなったと考えられる。年間指 
導計画や本時の単元名や目標の掲示については、授業を見るポイントがわかりよかったので継続してほしい。 

・家庭におけるICT機器の活用状況について、把握しておくとよいのではないか。 
 
学校関係者評価委員会の評価
結果を踏まえた今後の改善策 

・社会に開かれた教育課程を目指し、アンケート結果等は授業改善に活かしていく。未回答が少なくなるように授業参観者アンケート 
の質問内容や項目を検討していく。 

・学校でのICT機器の活用は進んできているが、家庭での活用については児童生徒のニーズや必要性に応じて貸出体制を整えていく。 

【保護者・関係者アンケート】（あてはまるもの全てに〇をつける） 
ア:指導内容は児童生徒にとってわかりやすい 
イ:児童生徒が落ち着いて学習できる環境である 
ウ:使用されている教材（タブレット端末等のICT機器を含む）に工夫が見られる 
エ:児童生徒が主体的に活動していた 
オ:児童生徒が自分の気持ちや考えを表現していた 

 

【教員アンケート】 
（学級の児童生徒が授業でタブレット端末をどのくらい使用しているか） 
①週に４～５回使う       
②週に２～３回使う       
③週に１回使う          
④あまり（全く）使っていない 

 

（No.2） 

B 

達成 

A 

達成 



（２） 
キャリ
ア教育
の推進 
 
 
 
 
 
 

①  
 

＜プログラムの
活用＞ 
錦城版キャリア
教育プログラム
（改訂版）を活
用し自己選択や
自己決定に関す
る実践や家庭と
の連携を図る。 

進
路
支
援
課 

各
担
任 

キャリア教育の具体的な取組内容を意識し、家
庭等でも取り組んでいる保護者の割合 
Ａ：70％以上 
Ｂ：60％以上 
Ｃ：50％以上 
Ｄ：50％未満 
 

達成度判断基準 
家庭で取り組んでい 
る保護者の割合が60 
％以上 

具体的な内容の家庭での取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【結果】Ｂ「①＋②」=61.1％ 
 

家庭での取り組みを行っている割合は 
61.1％であり前期と比べ2.4％上がった。
「少しずつ取り組んでいる」と答えた保
護者が48.8％から52.8％に上がったこと
がその要因の一つであろう。取り組み内
容として、挨拶、家の食器の片付け、洗
濯機のスタートボタン押し等の手伝いの
回答があり身近なことで少しずつ役割を
持たせて取り組んでいる様子が伺えた。
その他、「集団参加のマナーや社会のき
まりを伝え意識できるようにしている」
「できることを少しずつ増やそうとして
いる」との回答もあった。 
今後も錦城版キャリア教育プログラム

を基に、家庭と学校が共に子供の支援者
として連携しながらキャリア発達を促し
ていきたい。 
 

 

 ②  ＜進路支援の充
実＞ 
保護者も交えた
進路研修会を実
施し、キャリア
教育や進路支援
の充実を図る。 

 進路支援研修会を通してキャリア教育や進路に
関する意識の向上が見られる保護者・職員の割
合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 
 

達成度判断基準 
【保護者】子どもの進路について考える機会にな
った保護者の割合が70％以上 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

【保護者アンケート】 

①71％ ②29％ ③④なし 

 

 

【結果】Ａ「①＋②」=100％ 

 

 

高等部進路関係行事を参観した、または
保護者進路研修会に参加した保護者の全
員が、子どもの進路について考える機会
となったと回答した。実習報告会を参観
した保護者からは、保護者も質問をした
い等の意見があり取り入れていきたい。
保護者進路研修会では、一人一人のペー
スでできることを大切にする前向きなア
ドバイスであり話を聞いてよかったとい
う感想が多かった。今後も保護者のニー
ズに合わせた研修会の設定に努めたい。 
 
 

 

【保護者アンケート（全学部）】 
（キャリア発達につながる具体的な内容の家庭での取り組みについて） 
①取り組んでいる 
②少しずつ取り組んでいる 
③これから取り組もうと思っている  
④取り組んでいない 
 

  

（No.3） 

B 

達成 

A 

達成 

【保護者アンケート（全学部）】 
（進路関係行事を参観し、進路について考える機会となったか） 
①考える機会となりよかった 
②考える機会にはなった 
③あまり考えなかった 
④考える機会にはならなかった 
 
 

  



  
 

   
達成度判断基準 

【教員】５項目の質問 
に対し４項目以上当て 
はまる教員の割合が70 

％以上 
 
 
 

 
 
 

 

【教員アンケート】 

達成度の割合（％） 

 

【結果】Ｄ「①＋②」=43.9％ 

 

項目毎の選択者数（％）  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 
 ① 

５個 

② 

４個 

 ③ 

３個 

④ 

２個 

⑤ 

１個 

①＋② 

小 0.0 45.5 36.3 18.2 0.0 45.5 

中 12.5 37.5 50.0 0.0 0.0 50.0 

高 22.2 27.8 38.9 0.0 11.1 50.0 

分訪 0.0 0.0 50.0 25.0 25.0 0.0 

全体 12.2 31.7 41.5 7.3 7.3 43.9 

  
教員へのアンケートでは中間評価より若

干数値は上がったが、Ｄ評価となり、取り
組みは十分ではないとの結果となった。中
間評価でも低かった項目エは前期より割合
は上がったが、今回も最も低い結果となっ
た。授業改善の取り組みを行っている中で
授業をキャリアの視点から考えることが十
分にできなかったと考えられる。しかしな
がらキャリア教育の大切さを理解し、自身
の授業等に生かそうと思っている教員は90
％以上おり今後の取り組みが期待できる。
授業をキャリア教育の視点から見直す場を
研修会等で設定する他にキャリアパスポー
トの充実など児童生徒が社会的・職業的自
立に向けて必要な資質・能力を身につけて
いけるよう引き続き推進していきたい。 
 

 

 
学校関係者評価委員会の評価 

・キャリア教育に学校と家庭が連携して取り組んでいることがわかった。高等部卒業後の進路の選択肢の幅に南加賀と県中央部とでは 
違いを感じる。進路先の選択肢が少ない中で、家庭、学校、関係機関が連携・協力していくことが大切だと思う。また、卒業後に関 
わる関係機関とも引き続き連携・協力していくとよい。 

・保護者向けアンケートは、学校と連携・協力していく上で保護者の意識も高まるため、アンケートは継続した方がよい。 
 
学校関係者評価委員会の評価
結果を踏まえた今後の改善策 

 

・錦城版キャリア教育学習プログラムを活用しながら、児童生徒のキャリア発達につながる取組を保護者と連携しながら今後も進めて

いく。 
・保護者・職員向けの進路研修会やキャリアパスポートの充実を図っていく。 

（No.4） 

D 
未達成 【教員アンケート】 

進路研修会を通して（あてはまるものすべてに〇をつける） 
ア:キャリア教育の大切さを理解するとともに、自身の授業や児童生徒と 

の関わり方等に生かそうと思った 
イ:児童生徒のキャリア形成において、教師の対話的なかかわりが大切で 

あることを理解できた 
ウ:児童生徒自身が自己のキャリア形成において、自身の活動や経験を振 

り返ることが大切であることを理解できた 
エ:後期に、キャリア発達を意識した授業を行っている 
オ:児童生徒一人一人の錦城版キャリア教育学習プログラムでの取り組み 

とキャリアパスポートをつないで活用していこうと考えている。活用 
している。 
  

ア 

90.2% 

イ 

87.8% 

ウ 

85.4% 

エ 

31.7% 

オ 

36.6％ 
ア 

90.2% 

イ 

87.8% 

ウ 

85.4% 

エ 

31.7% 

オ 

36.6％ 



（３） 
安心・安
全な学校
づくり 

① 
 

＜健康・安全・防
災に関する教育活
動の充実＞ 
健康・安全・防災
に関する授業や行
事等において実践
を行う。 

指
導
課 

保
健
課 

各
部 

健康や感染症、食育等に対応した指導及び学校安
全計画に即した指導を行っている職員の割合 
Ａ：100%  
Ｂ：90%以上 
Ｃ：80%以上 
Ｄ：80%未満 
 

達成度判断基準 
５項目の質問に対して 
４項目以上実施した職 
員の割合が90％以上 

各教員が実施した項目数の割合 
①５項目実施   ②４項目実施 
③３項目実施   ④２項目実施 
⑤０～１項目実施 

 
達成度の割合（％） 

 ① ② ③ ④ ⑤ ①+② 

小 9.1 36.4 18.1 36.4 0 45.5 

中 12.5 50.0 37.5 0 0 62.5 
高 22.2 50.0 5.6 16.6 5.6 72.2 
分訪 0 25.0 50.0 25.0 0 25.0 

全体 14.6 43.9 19.5 19.5 2.5 58.5 

 

【結 果】 Ｄ「①＋②」＝58.5％ 

 

項目毎の選択者数（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの結果、４項目以上実施し
た教員は58.5％でＤ評価となり、中間評価
と比べて、26.8％増加したが達成基準に満
たなかった。 
項目別にみると項目オの自由記述が最も

低く約3／4の教員が記入していなかった。
ア～エの項目を適切に行うことが健康・安
全・防災に関する教育活動の充実につなが
ると判断しているからであろう。項目イに
ついては、設問の文面から道具の使用の際
の個別の指導は含まれないと解釈したので
はないか。項目ウも同様で、生活・交通・
災害に関わる安全指導に、朝の会や休み時
間等の話題として指導したことは含まない
と解釈したのではないか。または、教員自
身がこれらの事項をねらいとした授業を行
っていないということから、自身の行動等
を厳しく評価しているとも考えられる。 
学校安全計画の内容の確認を、機会をと

らえて繰り返し行うことで教員一人一人の
危機管理意識をさらに高める必要がある。 

 

    
達成度判断基準 

５項目の質問に対して 
４項目以上実施した職 
員の割合が90％以上 

各教員が実施した項目数の割合 

①５項目実施 ②４項目実施 
③３項目実施 ④２項目実施 

 ⑤０～１項目実施 
 
達成度の割合 (％) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ①+② 

小 0.0 45.5 27.3 27.3 0.0 45.5 

中 12.5 62.5 25.0 0.0 0.0 75.0 
高 22.2 33.3 27.8 5.6 11.1 55.5 

全体 13.5 43.3 27.0 10.8 5.4 56.8 

 
【結 果】 Ｄ「①+②」＝56.8％ 
 
 
 
 
 
 
 

アンケートの結果、「①＋②」の全体の
割合は、56.8％でＤ評価となり達成基準に
達しなかった。学部別で見ると、小学部は
45.5％、中学部は75.0％、高等部は55.5％
であった。中間評価からは全体で15.3％向
上した。中間結果を受け、各項目のイメー
ジが共通理解できるように課で具体例を出
し、全教員へ部会で周知した。食育全体計
画を確認し、食に関する指導の目標および
指導内容の理解を促したことも数値向上に
つながったと考えられる。 
項目別に見ると、オは全体で27.0％と最

も低い。食に関する指導の教科（授業者）
が限定されやすい印象を、教職員が持った
ことが要因の一つと推察される。その他、
感染症対策による調理活動や校外での飲食
を伴う学習の制限等、達成基準に達しなか
った背景は様々あると考える。今後も、食
育全体計画を共通理解しながら食育の推進
に取り組んでいく。 

 

ア 

82.9% 

イ 

75.6% 

ウ 

70.7% 

エ 

90.2% 

オ 

26.8% 

 【教員アンケート（指導課）】 
（あてはまるもの全てに〇をつける 
ア:避難訓練にあたり、安全な行動、避難について指導した 
イ:学校安全計画に基づき、授業における安全な行動や道具の使い方につい 

て指導した 
ウ:授業や機会をとらえて、生活・交通・災害（地震・水害）に関する安 

全指導をした 
エ:学校生活において児童生徒の安全確保のために適切な行動をとった 
オ:上記以外で各自が実施していることを一つ自由記述 

 【教員アンケート（保健課）】 
（あてはまるもの全てに〇をつける） 
ア：病気や感染症にかからないように食事や健康についての指導を行った 
イ：食事場面において、安全、衛生面の指導または環境設定を行った 
ウ：食べ物を大事にし、食物の生産等に関わる人々への感謝の気持ちを育てる

指導を行った 
エ：児童生徒が食事のマナーやきまりを理解し、行動できるような指導を行った 
オ：食育全体計画を参考にして、教科等の授業において食に関する指導を 

行った 

（No.5） 

D 
未達成 

D 
未達成 



項目毎の選択者数（％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② ＜危機管理意識の
向上＞ 
マニュアルやヒヤ
リハット等を参考
に、日常の安全管
理に留意した行動
をとり事故防止や
健康管理を行う。 

 

指
導
課 

 

マニュアルやヒヤリハット事故報告等を参考に日
常の安全管理に留意した行動をとっている職員の
割合 
Ａ：100%  
Ｂ：90%以上 
Ｃ：80%以上  
Ｄ：80%未満 
 

達成度判断基準 
５項目の質問に対して 
４項目以上実施した職 
員の割合が90％以上 

各教員が実施した項目数の割合 
①５項目実施   ②４項目実施 
③３項目実施   ④２項目実施 
⑤１項目実施 
 

達成度の割合(単位％) 

 ① ② ③ ④ ⑤ ①+② 

小 54.5 36.4 0 9.1 0 90.9 
中 50.0 37.5 12.5 0 0 87.5 

高 72.2 5.6 5.6 5.6 11.0 77.8 
分訪 0 100 0 0 0 100 

全体 56.1 29.2 4.9 4.9 4.9 85.3 

 

【結 果】 Ｃ「①＋②」＝85.3％ 
 

 

項目毎の選択者数（％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケートの結果、全体として85.3％で
Ｃ評価となり、中間評価よりも4.8％上が
ったが達成基準には達しなかった。項目ア
イについては、それぞれ90％を超えている
が、項目ウは約83％、項目エは約70％とな
っている。項目ウについては防火管理責任
箇所の安全確認はしているが、担当箇所以
外は行っていないということが推察される
。項目エについては、危機管理マニュアル
を全教員に年間２回回覧したが、内容やそ
の主旨の理解を得られるに至っていないと
思われる。回覧だけでなく各学部会等で指
導課員が説明する場を設けていきたい。項
目オについては、事故やヒヤリハット報告
等を回覧しているが、そこに書かれた事故
防止対策について教員間で話題にしたり、
自身が関わる児童生徒を想定して理解した
りするには至っていないと考えられる。職
員朝礼や各学部会で報告し、日常的な安全
管理を進めていきたい。 

 

ア 

95.1% 

イ 

90.2% 

ウ 

82.9% 

エ 

70.7% 
オ 

87.8% 

ア 

81.1% 

ィ 

86.5% 

ウ 

56.8% 

エ 

94.6% 

オ 

27.0% 

（No.6） 

C 
未達成 

【教員アンケート（指導課）】 
（あてはまるもの全てに〇をつける 
ア:教室、廊下、手洗い場等の不要なゴミを処分し、環境整備を行った 
イ:事故やヒヤリハットが起きないように、特別教室や階段など、児童生 

徒が一人でいないか気を配った 
ウ:防火管理責任箇所や教室、特別教室等の安全確認を行った 
エ:危機管理マニュアル（個別のものを含む）を確認し、理解した 
オ:学校生活の中で、ヒヤッとしたことを他の教員と共通理解し、事故防 

止に努めた 



 
学校関係者評価委員会の評価 

・①の項目が達成しなかったのは、達成度判断基準が高すぎたのではないか。質問項目や判断基準については見直していくとよい。 
・安全指導の一つとして、災害（地震・水害）のみに限定されているが、雪が降った時に雪道の安全な歩き方などを指導してもよい。 

 
学校関係者評価委員会の評価
結果を踏まえた今後の改善策 
 

・避難訓練や安全指導については、今後、新型コロナウイルス感染症対策の緩和が予想されるので、積極的に取り組みやすくなると考 
えられる。 
 

・訓練時や授業での指導にこだわらず普段の生活の中で実践できる安全指導として、雪道の歩き方指導なども取り入れたい。 

（４） 
業務の効
率化の工
夫 

① ＜業務の効率化と
環境改善＞ 
タブレット端末を
活用し、会議等の
ペーパーレス化や 
短時間化、データ
管理、情報共有等
の業務の効率化と
環境改善を図る。 

教
頭 

課会や部会、各種委員会、打合せ等でペーパーレ
ス化や短時間化を工夫し、データ管理や情報共有
を行っている職員の割合 
Ａ：80％以上 
Ｂ：70％以上 
Ｃ：60％以上 
Ｄ：60％未満 
 

達成度判断基準 
５項目の質問に対して 
４項目以上実施した職 
員の割合が70％以上 

各教員が実施した項目数の割合 
①５項目実施   ②４項目実施 
③３項目実施   ④２項目実施 
⑤１項目実施   ⑥実施していない 

 
達成度の割合（％） 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

小 27.3 18.2 27.3 18.2 9.1 0 

中 11.1 33.3 44.4 11.1 0 0 

高 33.3 22.2 16.7 11.1 16.7 0 

分訪 25.0 25.0 0 25.0 25.0 0 

全体 26.2 23.8 23.8 14.3 11.9 0 

 
【結果】 Ｄ「①＋②」＝50.0％ 
 
 

項目毎の選択者数（％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケートの結果、４項目以上実施した
教員の割合は全体として50.0％でＤ評価と
なり達成基準に満たなかった。中間最終評
価ともに達成基準に満たないという結果に
なった。 
各項目別に見るとア、イ、エ、オの４項

目で1.7％～8.0％の上昇が見られた。特に
イが8.0％上昇し、ペーパーレス化が進ん
でいることがわかった。複数の項目を同時
に実施することは難しいが自身ができるこ
とから効率化、環境改善に向けて一つ一つ
意識して取り組んでいる教員が増えてきて
いると考えられる。オの「学部会や課会で
業務の効率化、平準化につながる意見を提
案した」教員が少なかった理由として、こ
れらの会議では話し合う議件が多く業務の
効率化、平準化につながる意見を述べたり
聞いたりする時間を充分に取ることができ
なかったのではないかと考えられる。 
今回、自由記述で意見を求めたところ資

料作成や会議での提案方法等の効率化につ
いて具体案が複数寄せられた。それらの意
見を取り入れながら、次年度に向けて取組
を検討していく。 
 
 
 
 
 

 

 
学校関係者評価委員会の評価 

・ペーパーレス化の実績として、学校の事務用品として購入している用紙の数量の推移を調べると客観的評価につながる。 
・担当している児童生徒の実態や、先生方個人のやり方の違いもあり、教材の共有については難しい面もあると思われるが、効率化を
進めるためには継続して行っていくとよい。 

 
学校関係者評価委員会の評価
結果を踏まえた今後の改善策 

・ペーパーレス化に伴う用紙の購入数の増減については事務部と情報共有しながら調べていき、ペーパーレス化の効果を確認する。 
・教材の共有については、サーバーの共有フォルダに教材を集約し、それぞれの授業内容に合わせて加工するなどし、効率的に活用す 
る。 

 

イ 

71.4% 

エ 

78.6% 

ウ 

73.8% 

オ 

31.0% 

ア 

83.3% 

【教員アンケート】（あてはまるもの全てに〇をつける） 
ア:会議時間の短縮のため、教員への連絡はできるだけTeamsを活用した 
イ:会議や打合せなどでは、ペーパーレスを意識しタブレット端末を活用
した 

ウ:作成した資料や教材を共有フォルダに保存したり、共有フォルダにあ
る資料や教材を活用したりした 

エ:会議時間の短縮のため、要点をまとめて提案するよう意識した 
オ:学部会や課会で、業務の効率化、平準化につながる意見を提案した 

D 
未達成 

（No.7） 


